
（４） ンマー に る成 市 （ ）の と課題 

 

  

 

めに 

日の日本で 、 の 保 年 年 の な 、 と の

にと て、 市 によ し続 る とが課題と る状況に る しかし、

構 の によ 年 の の 能 にミスマッ が生 、 の

となるな 、 的に 市 に する とが で な 市 への 継

続を の を すア ーシ ン政策の な の一 としてが

が る ンマー イ リスな 諸国で のミスマッ を し、

ア ーシ ン政策 的 市 政策を する めの な ー として

度が政策的に て る しかし、 来の日本 で ん社会に

のス 成に て による 市 の を として 、公的

な の 会の 成 視 て なか 日本の公共 の 状に て、

（ ） の としての が の問題として 度 て

る が問題で る とを し、 の の めの しな めの

の 能 を の と する  

が に 、 を継続する めの の 会を 的に して

国として ンマー が る ンマー ア ーシ ン政策と 、社会

保 の 合 による 市 政策を し、 の を果 し、 等によ て

て る で 、 等 を る めの 関、 の

的 能 成の めに 生 と を ュア

シス ムによる 能 成 会の な 、 シス ムを する とによ 、 市

に する めのコン ンシーの 成を て る とが て る 一 的に、

ス の 構 の な による リス が のよ な ス

の に して、 ンマー の シス ムに て、 ながら 、

能を 成する 会を する （   市 ） 、

の リス を 、生 に な を果 して ると考 ら る しか

し、 来「 （ ） 、 ンマー の 市 政策の大 が て

る ニー な で 、 市 に めるのが し グ ー にと て に で る

1

20
2013 「 ⽇ 12 201

2 年（201 ）「 1
3 200

─  38  ─



可能 が 」 「 年 が の 会を 用して る」に かか ら 、「 ン

マー での 活動で 議論が な 「 」」で ると て （  ） 

本 で 、 ンマー の 関の一 で 、 と の を行

の成 と 状を 理する とで、成 の 関が 市 政策として

を持 めの に て らかにする の めに、     

     を として の 度 成

の を 理し、 年の 用状況 の課題を し、 の を とに に

る に て検討する  

 

１、 の成 と の展開 

の  

 、 市 の ニーズへの と の 能 成を 的とする成 の

度で る の 的に て、 で る ・ で 市 のニーズに

て「 の ス と能 の 持と に し、 の能 開発を 進する

と」、「 的 よ 的な視 で 市 の 構 と の問題の に する と」、

、「 と で な能 を する可能 を て、成 に 市 の能 と

個 の能 を る可能 を る と」の が て る ンマー の

シス ムの で 、成 の継続 年 に の よ

グラムと の 一 コースが て 、 用 らの グラム

コースを 一、 合 て する とがで る らの グラム 市

ニーズに て、 年 、 て る の 、 コース（ 、

等）、一 的な コース（ 、 に関 する ンマー ）、コミュニケーシ ン等

社会 に関するコースの大 の に て の グラム 日か

ら の の グラムで 、 グラムの全 の 的な 日 で

る 、 ンマー に して る で、 の でな 、 民

等 となる に ス の を として 、成 等 （ ）

コースを して な の を て る と 可能で る  

（ ） の と の展開 

の 進となる の が の となる 年 よ

の が 年 の 大 に 、 、 の大 の未

の 用を 保する めに が の 、 年 に

合と 策全国 会によ 、 ンマー 会 、 理 、 、経 等の コー

スと な の コースの のコースを する、

 を し 年 に 、全国に の が 、
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年 の 生が 年 のコースを し の同 、 の「国

コース」が の地域に  

 の 、国民議会に る「 年 日の未 の に関する （  

          ）」の

によ 、国からの を 市 の が成 し 度 の に 、

「大 する 用市 に する めに なス を する 会」が めら

とが て る 年に 、 グラムに年 が して

、 グラムの 、 が を めて グラムの の

一 に、関係 の の が る 議会と 会が 、

シス ムの 、 、 を検討し、 政 、 用 、 、 関等の関

係 が し研 の検討を行 て る の に て、 合 な

を果 して る  

 年に の めの 度が 、 の 民 ジネス

ス ー と国の によ て行 て 、 の 「民 地域の ニー

ズ の 、国 関 に な が な の 会の 」と

が て 、 の に 、 、 等の との て

年の 、 ンマー で が 、 に する が

とな 年に 市 を する の を センターに

し、 と グラムの総 を （ 市 ）とし  

年 を て、 と センター 的な を 保する を

して 、 的な に関する な を し 年に 、 センターが

と 市 の 能に て する が行 、 年

的 市 政策の推進とと に に する の が し 年に

センターの経済 を める めに、 グラムの の 理 合を検

討する「 来構 に関する 度 の め」がな 年 に

か センターの を らす とを し、 年に が

 

年 にア ーシ ン政策をよ 的に推し進める 政 が成

し 政 から 、継続 に関する 政、 度の一 を する め

に、 市 グラムと センターを から に し 、 ジネ

スス ー と センターの合 に係る を 成し、同 地 の ジネスス ー と

センターを一 にする とで、 的にフュン に１ と、 トラン に の合

の センターに 合  グラムの活動の大 、 センターで

て が、合 センターでの活動 活動全 の の とな 、 が民

関での グラム とな 、 の 合 理によ 関係 が 議する

議会の 的にな 年 の で、 グラム 、 ジネス
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ス ー 、社会保 、 センターな の の 関、 よ 民 イ ー

によ て て る グラムが な シス ムで る と 、

に 行し とで 来からの の が とによ 、か ての の で継

続的で 、 な 理シス ム し 年 、 レ と 関の

ナンス関係が 本的に し  

のよ に、 ンマー の 市 政策の で、継続 と の を

持 ながら 成 て 、関係 の によ の が 成 て

に を持 、地域 市 にニーズに する 成が可能で と考

ら る  

 

３、 の 状と課題 

 、 年 の 理 の 行 合 と 大 な に 、 ンマー

社会の 構 ニーズが し とによ 、地域の 市 の ニーズへの

と の が めら て る  

 の （ ）で 、 ンマー で が し 年から 年に の

活動が活発 し を 、 年 全 的に 活動が に る（ １） の

に 、 市 全 の の とと に、未 ・ と のター

ットグ ー が して る とが して る グラムの 用 が

する一 で、 年の で を 用して る で 、 年の と

して して ら 、 ンマー の の 社に 社 を 用して る の

とから、 グラムを社 の の一 と しながら 、 る

を て ると考 ら る  

 の問題の として て るのが、 イ ーと の の

で る 年の で 、 イ ーが に にアウトリー して ると

考 て る 社に 社で る らに、 社に 社 、 を 用しな 理 とし

て の を て る １  

 市 ニーズとのミスマッ の問題に して、 センターで の を行

て る ば、 の センターの の で る、 で 、 グラ

ムを 成し「 の を開 する とが な 」とする コン タント ー

ムを して る 的に 、 グラムを する コン タントが、

本市な に し、 し を 、地域 研 コースの を して る

、「 が 来て な と、 て な と」を として して る 」「コン

タント の を市 のニーズを る とに して る 」等の

が ら のよ な センターの 、 で民 関に る

グラムの で て とで 、 センターに て 個 の の 課

題等に する とが めら るよ にな て る の に 地域の の

が考 ら る 、 市 に る のター ットグ ー して 、

に 国で 経 を持 民 の コースな して る  
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１ の推 （ 年 年、全国、 ） 

    よ

成 

 

 ンマー の の （ 年 年） 

）         

 

に 

本 で 、 ンマー の成 継続 のシス ムで る に て、 ン

マー 国 の 、研究から の と の課題に て 理し 、 市 で

に る ・ のス 成の として、ア ーシ ン

政策の な を めて の行 グラムの の を て のが、

合 用 合、 、行政等の関係 との で しかし、 年 か

らの の によ 、関係 の の し で 、 の合
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に 議会が 市 関係 との 議の として に 能して な が

て る とし の グラムの で 、コン タントによる市

ニーズに グラムの が センターに て めら るよ にな て

、民 の イ ーとの が な な て る状況 が

地するフ ン 、か て を とする地域で が、 が し ー ス

への を な て る のよ な地域的 の とで、 セン

ター な グラム ニーズを発 する を持 よ にな て 一 、

が で グラムを開発するよ にな に 、同一 の 構 が し

とによ 、地域レ の関係 の合 成が よ にな とが ると考

ら る 地域 市 に の 、政治的な 度 でな 、地域経済

の となる の によ 、 の ナンスが する とが かる 、

地域 との を て、 の地域の状況と ニーズの に が るのかを

し  
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